
組織づくり
　当地区の皆さんは、防災への関心がとても高いと感じます。しかし避難場所の位
置や、防災資機材の使い方など、十分に伝わっていないこともありました。
　日ごろの備えとして、これらの知識の普及や訓練・研修会の開催により、災害時
の被害拡大の防止・軽減を図るため、平成23年10月に連合町内会共同自主防災本部
を設立しました。

防災意識の高まり
　組織としての活動の成果もあってか、単位町内会では、各世帯に避難場所の再確
認をするよう周知したり、避難時に介助が必要な高齢者などについて民生委員に把
握するようお願いしたりするなど、自主的な取り組みが見られるようになっています。
今後に向けて
　自治組織を持つマンションとの交流も不可欠です。マンションの中だけで完結する
災害対策もあると思いますが、マンションから避難しなければいけないケースもあり
得ますので、一緒に対策について話し合っていきたいと考えています。

　また、救援物資などを考えると企業との連携も必要だと思います。すでに近くのコ
ンビニエンスストアと連携している町内会もあります。
まずは「自分」「自分」
　災害が起きたとき、まずは自分の身を守ることが最優先です。次に、家族の安否
確認や避難場所への移動、地域の人たちと協力しながら、救助を行うことなどが求
められます。
　災害発生時に適切な行動をとるためにも、日ごろから地域における防災の取り組
みに参加、協力してほしいと思います。
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中央区健康・子ども課
主査　高野 園子さん

　　体育館での避難所宿泊体験や、避難所運営ゲーム（HUG：前ペー
ジ参照）を取り入れるなど、防災対策に取り組む宮の森大倉山連
合町内会防犯防火部役員の方に伺いました。
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